
ナイス福岡 会報 2013 年４月 

三寒四温の３月中旬、所に拠る

がすでに満開で多くの蜜蜂が

忙しく働いていた… 

これから田や畦道がピンクに

染まり見事… 

だが、やはり野におけ蓮華草!! 

『レンゲソウ』 

平成２５年４月１日 

糸島市二丈町加茂川上流 

大塚俊樹 

 

私・kuma は日常生活の中で、毎日朝起きた時、２階寝室の東側

窓から見ることができる「宝満山」を眺めている。天気が良い日では

宝満山を含めた山脈、若杉山から愛嶽山まで眺めることができて、そ

のお陰で楽しい日常生活をはじめることができる。 

私は現在７２歳である。現在住んでいる家は、約 30 年前に筑紫

野市原地区の宮の森団地に家を建てて、引っ越した家である。団地の

名前「宮の森」とは、太宰府天満宮東側斜面にあることに由来する名

前である。団地の東側から上部までの斜面には、森＝雑木林が生育し

ている。団地中央部にある道を上り、最上部より下ると太宰府天満宮

の入り口に行くことが出来る。ほとんど毎日、この道を通って天満宮

にお参りをしている。 

その理由は、kuma の妻の里が天満宮のある門のすぐ近くに有る

からである。家内の里は代々、古代末期より明治初期までの約９００

年間「天満宮安楽寺」の僧職にあったので、この場所に住んでいられ

たのであると思われる。kuma の妻の母親は、現在１０３歳で、太宰府

市民として２番目の高齢者である。まだ、頭もはっきりしているので、

ほとんど毎日「顔を拝み」に行っている。kuma は、医者から毎日「７

０００歩」歩きなさいと云われているので、歩いてほとんど毎日行く

のである。 

yumi 
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自自然然感感  
２１３ 

季節感 

＃８４
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★都市公園で自然観察会２３★ 
春日公園で、いろいろな視点で植物や昆虫、 

野鳥などをゆっくりと観察します。 

 

☆日時 ４月２１日 （日） 

 集合１４時００分 ～ 解散１６時００分

☆場所 春日公園・自然かんさつ館 

〔旧公園管理センター〕       

  

連絡先 担当：田村 耕作 

  TEL ０９２－４００－１７６５〔ＦＡＸ兼用〕 

  E メール kurabird-.tamura@nifty.com 

 

◆お報せ◆ 

平成２５（2013）年度 自然観察指導員講習会を 

福岡で開催します！ 

 

日程：2013年８月24(土)～25日(日) 

場所は、福岡県立社会教育総合センターを予約しました。

60 名の参加者を予定、講師 2 名は熊本県在住の田畑清霧氏、

岐阜県在住の小野木三郎氏が決まりました。 

私たちは、講習会担当の瓜生顕一郎を中心に、佐竹陽子・

藤川渡・大塚俊樹・永松愛子・田村耕作などが詳細を打ち合

わせ中です。 

 会員の皆様、自然案内などに関心を持っている方々に、こ

の講習会を紹介してください。そして出来るだけ多く参加者

を募りたいのです。そして仲間の輪を広げましょう。お手伝

い可能な会員さん、事務局田村まで、連絡をください。現在

５名を紹介していただいています。宜しくお願いいたします。



日本野鳥の会 福岡  主催   ※参加費：100 円（中学生以下無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

日本野鳥の会 筑後  主催    ※参加費：100 円（中学生以下無料）      福岡植物友の会 主催                  

         

 

 

 

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催  http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

久留米の自然を守る会 主催 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

                                   

和白干潟を守る会 主催                                   

 

 

 

    

 

 

 

 

 

５／１２（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

５／１１（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

092-573-1827（森健児） 

５／７（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：旧公園管理センター前 

問合せ：090-7390-3561（小野仁） 

４／２７（土）５／２５（土） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：8:00～11:00 

集 合：久末ダム多目的広場横駐

車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸）

４／２１（日）５／１９（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：092-920-3072（松永紀代子） 

 

４／２８（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子）

４／２８（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～13:00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

 

５／５（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男）

 

第４０５回例会 ５／２６（日） 

高良山・樹木の名札つけと豚汁会 

高良山北まわりコースの樹木の観察

と樹木の名札つけをおこないます。 

要申し込み。 

集 合：高良大社前 

時 間：10:00･14:30 

参加費：無料  定員60名     

持ち物:お箸、お皿、カップ、お椀水

筒、帽子、筆記用具 

下記 fax 要事前申し込み 

   問合せ：0942-46-8622（古賀） 

        0942-46-8623(fax) 

共 催：久留米市農政部生産流通課 

５／４（第１土曜日） 

自然観察会（植物･昆虫･野鳥など） 

集 合：九州歴史資料館駐車場  

時 間：9:30～12:30   

問合せ：092－920-3072（松永） 

 

参加費：大人のみ 200 円（保険料込） 

ブログは 三国丘陵 検索 で 

すぐにヒットします。 

 

４／２８（日）     

黒崎公園（大牟田市） 

時 間：09:00 ～12:00 

集 合：黒崎公園第一公園グランド  

問合せ：090-7446-9047（野田達行） 

４／２１（日）     

平尾台（北九州市小倉南区） 

おきな草など。貸切バス使用。 

要予約 

問合せ：090-7446-9047（野田達行）
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◇◇投稿◇済州島オルレを歩く◇◇ 
 

本来「通りから家の門に通じる狭い路地」を意味する

オルレ。いま、山や海岸、民家など済州島の自然を身近

に感じられるのが魅力で関心が高まってきています。 

 済州島は、側火山と規模の大きい溶岩洞窟、絶滅危惧

種の棲息などの理由から、２００７年に世界自然遺産に

登録され、世界的にも自然が豊かで保護すべき美しい島

です。 

 桜（済州島産ソメイヨシノ）と菜の花がちょうど見頃

の４月初め、モニターツアーで１番コース（15.6ｋｍ）

のウォーキングを楽しんできました。標高 150m 位の小

さな山々や海岸通り、そして城山日出峰の麓を約 6 時間 

近くかけてゆっくり歩きます。トウダイグサ、アマナ、オキナグサ、キジムシロ、ハマダイコン、ヒメオドリコソウ、

スミレ類など約 40 種以上の春の山野草とも出会え、植生は九州北部とほぼ変わらないようです。 ただ、風や気候

の変化も激しくて、樹木類も低木で海浜性植物が多く全体的に小ぶりです。 

 春の訪れを感じるウグイスやシジュウガラなどの声を聴きながら,皆フットワークも軽快でした。海辺ではサギ類、

シギ類、カモ類の仲間など海鳥も多く見受けられました。漂流物やゴミなどもなく海岸がとても綺麗だったのは驚き

の一つです。 福岡空港から１時間以内で行ける済州島(Jeju)、オルレコースも現在１８コースあるそうです。あな

たも、この道で平和と自然を愛する幸せな旅人になってみませんか。 

  

国内でも最近は、ウォーキングや山歩きなど心身の健康や癒しのために自然の中で

過ごす人々が多くなってきています。自然の中で身体を動かすことも勿論魅力的で

すが、さらに５感をつかって自然を感じながらそのすばらしさに心を動かし

（Feeling Nature)、そしてその感動を、自然や人とわかちあえる心（Sharing 

Nature）が共有できると、もっともっと自然の魅力を楽しめるのではないかと感じ

ています。私たち自然案内人の出番もニーズもいっぱいです。 

（つるた自然塾 鶴田義明） 
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・～・春日公園自然観察日記／２２回 2013 年３月１７日（日）・～・ 
 

 第 23 回春日公園の観察会は、2013 全国一斉自然かんさつ会 ～春に出会おう～ としても行いました。 

 

 2013年 3月 17日の午後(14時から 16時まで)、曇り空、風もほとんどなく生きものを楽しむには絶好の天気でした。

参加者は、案内人も含めて 13 名でした。 

 

花を中心に楽しみました。アケビの花がたくさん咲き、地味なクロキの花には小さな昆虫が来ていた。レンギョウ・

ミモザ・サンシュなど黄色の花がいろいろ、ヤマモモの花も目立ちました。青い花のキュウリグサ、ハナイバナ、そ

してノジスミレも見てくださいといわんばかりに花を咲かせていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想から】 

 ・ノエンドウ類 3 種の違いを観察、カラスノエンドウ、スズメノエンドウ、カスマグサ。 

 ・ヤマモモに雄の木と雌の木があることを知り、うれしかった。 

 ・ヤマザクラやオオシマザクラの花が満開で、メジロがたくさん来ていたことが印象に残った。 

  ミモザの花も満開でした。 

 ・もちくさの話、ごぎょう(ハハコグサ)が昔のもちくさで、今はよもぎ(よくもえる草から呼ばれる)が 

  利用されていると聞いたことが印象に残った。 

 ・クスノキの大木に宿っている植物がいろいろ観察できて面白かった。見かけた種は、ヤツデ、クロガネモチ、 

  エノキ、ノシラン、マメヅタ、ノキシノブなどです。 

 ・スズメやメジロなどの囀りが聞くことができ、春を感じた。 

 ・ツグミやシロハラなど冬鳥と呼ばれる野鳥の動きから春の気配を感じた。 

 ・前回の観察会で宿題となっていた低木が、スイカズラ科ゴモジュと判明した。あまり目立たない花ですが、淡い

桃色の花が咲き始めていた。改めて公園のいろいろな場所に植えられていることに気が付いた。奄美大島や沖縄

に分布し、葉をこするとゴマのような匂いがするので、ゴマ樹がなまってゴモジュとよばれているようです。 
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 歩くたびに自然の面白さ、不思議さそして楽しさが伝わってきます。同じ公園でも時が色々変化を与えてくれる。

継続は楽しいですね。（報告、田字草） 

 

【自然しらべ 2013 カメさがし】ご参加・ご協力のお願い 

 

(公財)日本自然保護協会から、カメさがしの案内がとどいています。 

本年度の目的 ：・カメ観察（カメウォッチング）を普及する。観察・判別方法とそのノウハウの提供を通じて、全国にカメを 

見つめる（見守る）目（人）を増やす。・在来と外来のカメの現状を実際にフィールドで観察することで、誰もが知っている「身 

近な存在の生きもの」が消えつつある現状を伝え、生物多様性の危機に気付く機会を提供する。（身近な「カメ」ですら、生息環境を 

奪われ、レットデータブックに掲載されつつある現状を知る）・生きものを観察する機会を通して、自然の大切さに気付き、尊重する 

心を育む機会を提供する。普遍的で身近な環境こそ、守ることが重要であるというメッセージを発する機会とする。 

 

実施時期   ：2013 年 5 月 1 日～10 月 31 日（6カ月間・予定） 

調査設計：目視調査・カメの「写真」を撮って、調査票と共に NACS-J に送付する形式（例年通り） 

・マニュアル内の記載事項  a.「写真」 カメの写真 

 b.「調査票」の住所欄は字名まで記載。また、見つけた頭数やカメの様子（日光浴中、歩行中等）の行動記録も報告。 

 c.紹介する在来種・「ニホンイシガメ」・「スッポン」・「クサガメ」 

（南西諸島：「リュウキュウヤマガメ」、「ヤエヤマイシガメ」「セマルハコガメ」） 

外来種・「ミシシッピーアカミミガメ」・「カミツキガメ」・「ワニガメ」・「ミナミイシガメ」（南西諸島：スッポン） 

 

今年の自然しらべの参加マニュアルは５/６号の会報(NACS-J 発行)に同封させていただく予定です。 

     お問合せ 公益財団法人日本自然保護協会教育普及部 担当：萩原 TEL 03-3553-4105 
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      ３月の定例発送会は、山本弘子・大塚俊樹・田

中健二・田村耕作が参加。藤川渡・鶴田義明から欠席の連絡

有り。美味しい羊羹をＨＹ氏が、あの評判のクロワッサンを

KT氏から差し入れ有り。 

先日の観察会で、赤色・黄色・青色・ 

白色と色で楽しむ春の花、改めて、色 

の多様性のおもしろさにはっとしまし 

たよ。皆さんの周りの自然色は？ 

田字草 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会 

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka)

代表：冷川昌彦／事務局長：小野 仁／ 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子･吉田素子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 

 

◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

インターネット掲示板に会員の皆様の書き込みをお願いします。 

ナイス福岡のアドレスはこのページの一番下に表示しています。 

会費振込について  

それぞれの会員の皆様の会員期限をタックシール部分に明記してあります。各自ご確認の上、郵便局にて下記の

郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。なお、会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。 

年会費：2000 円 

郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

皆に知らせたいことはありませんか？  

皆さんが行っている観察会やイベントの案内、自然保護に関する情報やご意見、お薦めの本の紹介などをお寄せ

下さい。原稿は定例会の一週間前までに事務局にお送り頂くとその月の会報に載せることができます。 

皆さん情報をお待ちしています。 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、会報の発送作業を原則として毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろまで 

自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでも参加できるのでお気軽にお立ち寄り下さい。皆さんのおこしを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、平成２５年 ５月１０日（金）午後６時より事務局で行います。５月号の原稿は、５／６（月）

までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

※お願い 会報をホームページで見る環境をお持ちの会員は手をあげて下さい。経費節減のためです。 

宜しくお願いします。 

 
 

他団体の会報の紹介 

 ・日本野鳥の会筑後支部 会報まめわり 第 14３号(2013 年４月号)、4/1 発行。 

  カンムリカイツブリの写真を、北九州市響灘ビオトープの記事を掲載。 

 ・ＮＰＯ法人自然観察指導員埼玉 あらかわ通信 Ｎｏ．175 2013 年 4 月 1 日 

  シラコバトの写真、総会の報告と新年度の取り組みを掲載。 

 ・北海道自然観察協議会 自然観察 第１０５号 ２０１３年３月１５日 

  雪の上で休む雀の写真、洞爺湖有珠火山マイスターと自然観察指導員という報告掲載。 

  ・島根県自然観察指導員連絡協議会 おとしぶみ９０ 2013．3．27入手 

  ノビル・ワラビ・ツクシ・タラノメ・フキノトウの絵が表紙に。 

 ・福岡植物友の会 会報 平成２５年４月号 第５４巻 

  ４月の例会案内と３月の例会地島の報告を掲載。 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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編集後記 


